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今日もきれいに
磨けたよ 
住宅リフォームで地域を元気に！！
平成29年秋オープンに向けて実施設計完成
芸術文化創造センター
健康診断を受けましょう
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市
に
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を

支
援
す
る
二
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
市
内
施
工
業
者
で
行
っ
た

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
、

地
場
産
品
な
ど
を
進
呈
す
る
も
の
。

も
う
一
つ
は
、
小
田
原
産
木
材
を
使
っ
た

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
。

二
つ
の
制
度
を
上
手
に
活
用
し
、

経
済
や
資
源
の
循
環
を
通
じ
て

地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で

地
域
を
元
気
に
!!

小
田
原
の
魅
力
あ
る
商
品
進
呈
も
！

地
場
産
品
を
使
っ
て
地
域
を
活
性

　
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多
く
の

「
モ
ノ
」
が
動
く
こ
と
が
肝
心
。
動
く
モ
ノ
が

市
内
で
作
ら
れ
た
モ
ノ
で
あ
っ
た
り
、
市
内
事

業
者
が
取
り
扱
う
モ
ノ
で
あ
っ
た
り
す
る
と
、

地
域
経
済
に
好
循
環
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
市
内
に
は
、か
ま
ぼ
こ
、干
物
の
他
に
も
、木

製
品
や
菓
子
な
ど
多
く
の
地
場
産
品
が
あ
り

ま
す
。
観
光
客
が
訪
れ
る
た
め
、
多
く
の
飲
食

店
も
あ
り
、こ
れ
ら
の
地
場
産
品
を
使
用
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
小
田
原
の
魅
力
を
広
め

て
い
ま
す
。

個
人
消
費
の
き
っ
か
け

　
個
人
消
費
が
増
え
る
と
、
地
場
産
業
に
限
ら

ず
、広
く
市
内
企
業
も
活
性
化
し
ま
す
。

　
大
き
な
個
人
消
費
で
、地
域
経
済
活
性
化
に

寄
与
し
た
人
を
対
象
に
、
小
田
原
な
ら
で
は
の

商
品
や
食
事
券
を
進
呈
す
る
取
り
組
み
を
実

施
し
ま
す
。

　

最
も
大
き
な
個
人
消
費
と
い
う
と
、「
家
の

新
築
」が
あ
り
ま
す
が
、本
制
度
で
は
、よ
り
多

く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
を
し
た
人
」が
対
象
で
す
。

制度
1
地
域
経
済
循
環
型
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

5
万
円
分
の
商
品
な
ど
を
進
呈
!

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で

地
域
を
元
気
に
!!



広報　小田原　2015.6.13

（
正
午
〜
午
後
1
時
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

に
、産
業
政
策
課
に
持
参（
郵
送
不
可
）。

○
応
募
用
紙

産
業
政
策
課
窓
口
の
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
提
出
書
類

1
■�

応
募
用
紙

2
■�

見
積
書
の
写
し

3
■�

撮
影
日
入
り
の
リ
フ
ォ
ー
ム
予
定
箇
所
の
写

真

　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
市
の
取
り
組
み
」

を
ク
リ
ッ
ク
→「
地
域
経
済
」の「
中
小
企
業

等
経
営
支
援
」→「
地
域
経
済
循
環
型
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」

○
対
象
住
宅

●�
市
内
に
所
有
し
、
自
ら
居
住
し
て
い
る
住
宅

●�

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
は
、
専
有
部
分

●�

店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
は
、個
人
住
宅

���

部
分

○
対
象
要
件

　
次
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

1
■�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

2
■�

市
内
施
工
業
者
が
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
施
工

3
■�

着
工
予
定
の
工
事（
着
工
済
み
は
対
象
外
）

4
■�

平
成
28
年
1
月
29
日（
金
）ま
で
に
実
績
報

告
書
を
提
出

5
■�

工
事
費
が
10
万
円（
消
費
税
込
み
）以
上

6
■�

対
象
工
事
に
該
当

○
支
援
内
容

5
万
円
相
当
の
商
品（
地
場
産
品
、食
事
券
・

宿
泊
券
な
ど
）。
商
品
は
、カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

か
ら
選
択
。

○�

募
集
件
数
　
30
件
。
申
込
多
数
の
場
合
は
、

公
開
抽
選
し
、
全
申
込
者
に
結
果
を
通
知

し
ま
す
。

○
応
募
期
間　
7
月
1
日（
水
）〜
15
日（
水
）

○�

応
募
方
法　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
市
内
の
樹
木
を
伐
採
し
て
生
産
し
た「
小
田

原
産
木
材
※
」。そ
の
小
田
原
産
木
材
を
広
く

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
市
で
は
昨
年
、「
小
田

原
産
木
材
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」を
始

め
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
床
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
加

え
、
新
築
の
床
に
小
田
原
産
木
材
を
使
っ
た
場

合
に
も
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
産
木
材
を
広
く
使
う
こ
と
で
林
業
・

製
材
業
を
活
性
化
さ
せ
、生
き
生
き
と
し
た
森

林
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

※�「
お
だ
わ
ら
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
再
生

協
議
会
」に
よ
り
産
地
認
証
さ
れ
た
木
材
。

○
対
象
住
宅

●
■�

市
内
に
所
有
し
、
自
ら
居
住
し
て
い
る
住
宅

ま
た
は
新
築
住
宅

●
■�マ
ン
シ
ョン
な
ど
に
つ
い
て
は
、専
有
部
分

●
■�

店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
は
、
個
人
住
宅
部

分
○
対
象
要
件

　
次
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

1
■�
小
田
原
産
床
材
を
5
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

使
用

2
■�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

3
■�

着
工
予
定
の
工
事（
着
工
済
み
は
対
象
外
）

4
■�

平
成
28
年
1
月
29
日（
金
）ま
で
に
工
事
を

完
了
さ
せ
、実
績
報
告
書
を
提
出

○
補
助
内
容

1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
7
5
0
0
円（
上

限
22
万
５
0
0
0
円
）

○�

応
募
期
間
　
8
月
14
日（
金
）ま
で（
申
込
先

着
順
）

○�

応
募
方
法
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

に
、農
政
課
に
持
参（
郵
送
不
可
）

○
応
募
用
紙

農
政
課
窓
口
の
他
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
市
の
取
り
組
み
」

を
ク
リ
ッ
ク
→「
地
域
経
済
」の「
農
・
林
業
」→

「
小
田
原
の
森
林
・
林
業
」の「
小
田
原
産
木

材
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
助
成
事
業
」

最
大
で
27
万
５
0
0
0
円

　

小
田
原
産
木
材
を
使
用
し
た
床
材
の
張
り

替
え
に
は
、「
地
域
経
済
循
環
型
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業
」
と「
小
田
原
産
木
材
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
等
助
成
事
業
」の
両
制
度
を
活
用
で

き
る
場
合
が
あ
り
、5
万
円
分
の
商
品
な
ど
と

合
わ
せ
て
最
大
で
27
万
5
0
0
0
円
が
還
元

さ
れ
ま
す
。

　

併
用
を
検
討
し
た
い
人
は
、
産
業
政
策
課

（
☎
33-

1
5
5
5
）ま
た
は
、
農
政
課（
☎

33-

1
4
9
1
）ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

制度
2
小
田
原
産
木
材
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
等
助
成
事
業

最
大
22
万
５
0
0
0
円
の
補
助

！
ダ
ブ
ル
で
制
度
活
用

① 既存住宅の増築、改築または減築工事

② 浴室、台所、洗面所またはトイレのリフォーム（温水洗浄便座のみの設置は不
可）

③
給排水衛生設備工事、給湯設備工事、換気設備工事、電気設備工事、ガス設
備工事（増築、改築、減築工事またはその他のリフォームによる撤去、移設、修
理、取り替えまたは新設）

④ オール電化住宅工事（工事の必要のないIHクッキングヒーターなどの設置は
不可）

⑤ 屋根のふき替え、塗装工事または防水工事

⑥ 外壁の張り替えや塗装工事（軒天井、破風板および鼻かくしも可）

⑦ 小田原産木材を使用した床材の張り替え（床はフローリングを対象）

⑧ 床、壁、窓、天井および屋根の断熱改修工事（ガラスおよびサッシのみの交換
は不可）

⑨ ふすま紙および障子紙の張り替えや畳の取り替え（表替えおよび裏返しも可）

① 小田原産木材を使用していない
床材の張り替え

② 車庫、物置および倉庫などの
工事

③ 門扉、ブロック塀およびエントラ
ンス舗装などの外構工事

④ 太陽光発電の設置工事

⑤ 庭園、造園、修景施設の外構工事

【対象工事例】

【対象外工事例】
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文
化
政
策
課
　
☎
33 - 

1
7
0
2

地
域
経
済
や
市
民
活
動
の
活
性
化
、

交
流
人
口
の
拡
大
、
市
民
力
や
文
化
力
の
向
上
を
通
じ
、

都
市
と
し
て
の
活
力
と
魅
力
を
高
め
る「
成
果
」が
得
ら
れ
る

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
。

こ
の
た
び
、
実
施
設
計
が
完
成
し
、

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
整
備
が
、
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

平
成
29
年
秋
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

実
施
設
計
完
成

実
施
設
計
概
要

【
建
築
概
要
】

延
床
面
積
　
9
7
0
6
平
方
メ
ー
ト
ル

階
数
　
地
上
4
階

建
物
高
さ
　
30

・

7
5
メ
ー
ト
ル

駐
車
場
　
40
台

【
施
設
概
要
】

〈
ホ
ー
ル
系
機
能
〉

大
ホ
ー
ル
　
客
席
数
1
1
0
0
席

小
ホ
ー
ル
　
客
席
数
2
8
9
席

〈
展
示
系
機
能
〉

ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
創
造
支
援
系
機
能
〉

大
ス
タ
ジ
オ（
1
室
）

中
ス
タ
ジ
オ（
1
室
）

小
ス
タ
ジ
オ（
2
室
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム（
2
室
）

〈
そ
の
他
〉

創
造
ス
タ
ッ
フ
室

オ
ー
プ
ン
ロ
ビ
ー

カ
フ
ェ

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

授
乳
室

　
文
化
情
報
コ
ー
ナ
ー
　
な
ど

【
建
設
費
】

73
億
円
弱

　
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
長
く
市
民
に
愛
さ
れ
る

施
設
と
す
る
た
め
、
設
計
者
、
市
民
、
専
門
家
で
検
討
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
芸
術
文
化
の
多
様
性
や
将
来
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
、

「
ハ
レ
」の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
質
を
保
ち
な
が
ら
、シ
ン
プ

ル
で
使
い
や
す
い
実
施
設
計
が
完
成
し
ま
し
た
。

6
月
25
日（
木
）か
ら

建
設
用
地
内
の
市
道
は
、通
行
で
き
ま
せ
ん

　
今
秋
か
ら
始
ま
る
建
設
工
事
に
先
だ
ち
、
建

設
用
地
内
の
市
道
は
廃
止
し
、
通
行
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
廃
止
後
は
、
他
の
幹
線
道
路
へ

迂
回
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
予
定

　
平
成
27
年
秋
〜
　
建
設
工
事

　
平
成
29
年
初
秋
　
工
事
完
了

　
平
成
29
年
秋
　
　
オ
ー
プ
ン

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

実
施
設
計

横浜地方検察庁
小田原支部

東
京
電
力（
株
）

横浜地方裁判所
小田原支部

市道廃止区間

建設用地お
堀
端
通
り

国
道
１
号
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芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
は
、「
多
様
で
豊
か
な

市
民
の
芸
術
文
化
創
造
活
動
か
ら
湧
き
上
が
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
力
と
熱
意
が
ま
ち
へ
と
あ
ふ
れ
、
未
来
に
開
か
れ
た
文
化
都
市

を
創
造
す
る
」。こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に「
文
化
の
種
ま
き
」と

し
て
、
開
館
前
か
ら
鑑
賞
事
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
、
文
化

創
造
活
動
担
い
手
育
成
事
業
を
行
って
い
ま
す
。

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
募
集

　
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
の
検
討
や
建
設
現
場

の
見
学
な
ど
、
開
設
準
備
過
程
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

感
動
を
共
有
す
る

鑑
賞

　
若
手
劇
団
の
公
演
や
親
子
で
楽
し
め
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン

サ
ー
ト
、16
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
松
竹
大
歌
舞
伎
公
演
と
、多
様

な
公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

8
月
1
日（
土
）・
2
日（
日
）

劇
団
ハ
イ
バ
イ

「
ヒ
ッ
キ
ー
・
カ
ン
ク
ー
ン
ト
ル
ネ
ー

ド
」

8
月
22
日（
土
）

宝
く
じ
文
化
公
演
神
奈
川
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

「
夏
休
み
コ
ン
サ
ー
ト
〜
名
作
ア
ニ
メ

を
見
な
が
ら
聴
く
名
曲
の
数
々
〜
」

9
月
1
日（
火
）

松
竹
大
歌
舞
伎

中
村
翫か

ん

雀じ
ゃ
く

改
め
四
代

目
中
村
鴈が

ん

次じ

郎ろ
う

襲
名

披
露
公
演

文
化
創
造
活
動
担
い
手
育
成
事
業

体
験
し
、
創
り
あ
げ
る

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
セ
ン
タ
ー
開
館
後
、
皆
さ
ん
が
コ
ン
サ
ー
ト
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

を
自
主
的
に
企
画
・
制
作
で
き
る
よ
う
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い

ま
す
。

6
月
〜

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
2
0
1
5「
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
養
成
講
座
」

６
月
17
日（
水
）

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

7
月
〜

●
文
化
資
源
発
掘
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

「
小
田
原
市
民
会
館
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
紡
ぐ
」

●
こ
ど
も
美
術
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ

「
お
だ
わ
ら
・コ
ド
モ
・

ア
ー
ト
」

平
成
28
年
2
月
〜

能
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ

本
物
と
出
会
い
、
魅
力
を
発
見
す
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

　
平
成
22
年
度
か
ら
、
学
校
、
病
院
な
ど
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
派

遣
し
、コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

9
〜
11
月　
学
校
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

12
月　
病
院
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

よ
り
深
く
学
び
、
理
解
す
る

文
化
セ
ミ
ナ
ー

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
文
化
人
を
招
き
、話
を
聞
く
こ
と
で
、文

化
芸
術
に
関
心
を
持
って
も
ら
う
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

年
３
回
程
度　
文
化
セ
ミ
ナ
ー

※�

詳
し
い
日
時
や
場
所
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
広
報
紙
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

©前澤秀登

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
暮
ら
し
」
を
ク
リ
ッ
ク
→
「
文
化

／
生
涯
学
習
」
の
「
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
」
→
「
市
民
ワ
ー

キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
募
集
」
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健
康
を
支
え
る
国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
な
ど
の
健
康
保

険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

な
い
人
を
対
象
と
し
た
医
療
保
険
で
す
。
本

市
の
平
成
25
年
度
末
の
加
入
者
は
、
市
民
の

約
3
割
、
お
よ
そ
5
万
5
0
0
0
人
で
す
。

　
平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
歳
出

は
約
2
2
1
億
円
で
、
そ
の
う
ち
加
入
者
の

医
療
費
に
充
て
ら
れ
る
保
険
給
付
費
が
約

1
5
2
億
円
。
歳
出
総
額
の
お
よ
そ
7
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

を
受
け
ま
し
ょ
う

健
康
診
断

  

保
険
課
　
☎
33 - 

1
8
4
5

健
康
維
持
と
医
療
費
抑
制
の
た
め
に

皆
さ
ん
が
納
め
た
国
民
健
康
保
険
料
の
他
、
国
や
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
公
費
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
運
営
が
成
り

立
つ
国
民
健
康
保
険
。
そ
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
給
付
費
が

増
え
て
い
ま
す
。
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
も
毎
年
健
康
診
断

を
受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
予
防

す
る
こ
と
で
互
い
に
支
え
合
う
国
民
健
康
保
険
の
仕
組
み
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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20

19

21

22

H21 H25H24H23H22

23

24

25

県平均 小田原市

（万円）

（年度）

小
田
原
市
民
の
医
療
費
は
高
い

　
平
成
25
年
度
の
市
の
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

24
万
8
3
7
8
円
で
、
県
内
第
2
位
で
す
。

平
成
23
、
24
年
度
は
県
内
最
高
額
で
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
40
歳
以
上
75

歳
未
満
の
人
は
、
市
の
「
特
定
健
診（
健
康

診
断
）」
を
利
用
し
て
、
生
活
習
慣
病
や
そ
の

予
備
群
に
な
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
25
年
度
の
市
の
特
定
健
診
受
診
率
は

約
23
パ
ー
セ
ン
ト
。
多
く
の
人
が
受
診
し
、

一
人
一
人
の
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
、
病
気
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
万

が
一
病
気
に
な
っ
て
も
早
期
に
発
見
で
き
れ

ば
、
健
康
を
回
復
し
、
医
療
費
も
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、5
月
下
旬
に
受
診
案
内（
オ

レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）を
発
送
し
ま
し
た
。
受
診

を
希
望
す
る
人
は
、
同
封
の
実
施
医
療
機
関

リ
ス
ト
か
ら
希
望
の
医
療
機
関
に
予
約
し
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

受
診
期
間
　平
成
27
年
6
月
1
日（
月
）～
28

年
3
月
31
日（
木
）

�
　
　
　
　

検
査
内
容
　身
体
測
定
、
血
圧
、
尿
検
査
、
心

電
図
、
内
科
診
察
、
血
液
検
査（
血
糖
値
・

血
中
脂
質
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・
貧
血
検
査

な
ど
）

　
　
　
　

自
己
負
担
金
　2
0
0
0
円

　
※
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

　
※�

69
歳
以
下
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
は
、
申
請
に
よ
り
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。
受
診
日
の
2
週
間
前
ま
で
に
、��

健
康
づ
く
り
課（
☎
47�-�

0
8
2
0
）に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
特
定
健
診
を
受
診
し
た
結
果
、
血
中
脂

質
・
血
糖
・
腹
囲
な
ど
が
基
準
値
を
超
え
た

人
に
、「
特
定
保
健
指
導
」
の
利
用
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
健
康
的
な
生
活
を
送
る
た

め
に
、
無
料
で
保
健
師
な
ど
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
も
の
で
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
や
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

で
健
康
診
断
を
受
診
し
た
人
は
、
受
診
結
果

を
健
康
づ
く
り
課（
☎
47�-�

0
8
2
0
）に
知

ら
せ
る
と
、
健
康
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク（
特
定
健
診
の

検
査
内
容
を
満
た
す
も
の
）の
受
診
者
に
助

成
を
始
め
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
、

助
成
金
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　
　対象
　今
年
度
の
特
定
健
診
対
象
者

　
　
　
　

申
請
場
所
　市
役
所
2
階
保
険
課

人
間
ド
ッ
ク
助
成
　
開
始
!!

保
健
師
か
ら

健
康
診
断
で
病
気
を
予
防
！

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
が
あ

る
人
が
6
か
月
間
、
医
師
や
保
健
師
、
栄
養

士
と
生
活
の
中
で
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
見
つ

け
、
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
放
っ
て
お

く
と
、
脳
梗こ

う

塞そ
く

や
心
筋
梗
塞
な
ど
が
発
症
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
を
受
け
、

体
や
生
活
に
よ
い
変
化

が
見
ら
れ
た
人
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
利
用
案

内
が
届
い
た
人
は
、
今

が
健
康
な
体
を
手
に
入

れ
る
チ
ャ
ン
ス
！
特
定

保
健
指
導
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

特
定
健
診

特
定
保
健
指
導

被保険者一人当たりの医療費の推移

�

　
　����

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
暮
ら
し
」
を
ク
リ
ッ
ク
→
「
介
護
／
保
険
／
年
金
」の
「
国
民
健

康
保
険
」

　
保
険
料
納
入
通
知
書
は
、6
月
中
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

　
保
険
料
率
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度

国
民
健
康
保
険
料

�

　　
　
　
　
　
　
　

申
請
に
必
要
な
も
の
　申
請
書
、
人
間
ド
ッ
ク

受
診
結
果
表
、
領
収
書
、
特
定
健
診
受
診

券
、
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）、
世
帯
主
の

口
座
情
報
が
分
か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）

�

　
　
　
　

助
成
金
額
　人
間
ド
ッ
ク
受
診
で
負
担
し
た

額
の
半
額（
上
限
1
万
円
）

※�

保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
世
帯
の
人
は
、
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

特定保健指導のようす

対象者に発送した受診案内
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酒
匂
川
水
系
の
メ
ダ
カ

守
り
、増
や
そ
う

童
謡
『
め
だ
か
の
学
校
』
は
、
昭
和
25
年
、

童
謡
作
家
・
茶ち

ゃ

木き

滋し
げ
る

さ
ん
が
、
荻
窪
用
水
辺
り
で
遊
ん
で
い
た

子
ど
も
の
話
を
も
と
に
作
詞
し
ま
し
た
。

か
つ
て
小
田
原
に
も
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
た
メ
ダ
カ
。

メ
ダ
カ
を
守
り
、
増
や
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
、

平
成
9
年
か
ら
息
長
く
続
い
て
い
ま
す
。

　
流
れ
の
緩
や
か
な
小
川
や
田
ん
ぼ
な
ど
に

生
息
し
、
日
本
全
国
ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
た
メ
ダ
カ
。
水
路
整
備
な
ど
で
土
や
水

草
が
減
り
、
川
の
流
れ
が
速
く
な
っ
た
り
、

餌
や
産
卵
場
所
が
な
く
な
っ
た
り
、
農
薬
の

影
響
な
ど
に
よ
り
、
メ
ダ
カ
の
住
め
る
場
所

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生

物
の
リ
ス
ト
「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
で
、
絶
滅

の
危
険
が
増
大
し
て
い
る
「
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
」
に
定
め
ら
れ
る
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
9
年
、
市
民
と
行
政
で
「
市
民
メ
ダ

カ
調
査
団
」
を
結
成
。
市
内
の
メ
ダ
カ
の
生

息
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
桑
原
・
鬼
柳

地
区
に
県
内
で
唯
一
、
野
生
の
メ
ダ
カ
が
生

息
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
地
域

固
有
の
遺
伝
子
を
持
つ
こ
の
メ
ダ
カ
を
「
酒

匂
川
水
系
の
メ
ダ
カ（
旧
小
田
原
メ
ダ
カ
）」

と
し
て
守
り
、
増
や
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
11
年
か
ら
市
民
に
メ
ダ

カ
を
配
り
、
飼
育
し
て
も
ら
う
こ
と
で
保
護

を
推
進
す
る
「
メ
ダ
カ
の
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
」
制
度
を
開
始
。
こ
れ
ま
で
に
、
約

1
7
0
0
世
帯
が
「
メ
ダ
カ
の
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
に
は
、
メ
ダ
カ
を
市
の
魚
に
指

定
。
平
成
23
年
に
は
、
桑
原
地
区
の
メ
ダ
カ

が
生
息
す
る
水
路
を
「
野
生
の
生
き
物
保
護

区
」
に
指
定
し
ま
し
た
。
メ
ダ
カ
の
捕
獲
を

禁
止
し
、
よ
り
一
層
の
保
護
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

  

環
境
保
護
課
　
☎
33 - 

1
4
8
1
 

 

地
域
固
有
の
遺
伝
子
を
持つ

  メ
ダ
カ

「
メ
ダ
カ
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
」　

　

「
酒
匂
川
水
系
の
メ
ダ
カ
」を

育
て
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
　対象
　小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
大
井
町
、
開

成
町
に
在
住
の
人
、
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
企

業
な
ど
で
、
次
の
4
つ
の
約
束
を
守
れ
る
人

　
①
大
切
に
育
て
る

　
②
捨
て
た
り
放
流
し
た
り
し
な
い

　
③
他
の
種
類
の
魚
と
一
緒
に
飼
育
し
な
い

　
④
人
に
譲
ら
な
い

　
　

配
布
世
帯
　80
世
帯（
多
数
抽
選
）

　
　申込
　7
月
3
日（
金
）ま
で
に
、
は
が
き
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
勤
務
先（
学
校

名
）・
電
話
番
号
を
書
い
て
郵
送
で
。

※�

中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
承
諾（
氏
名
を

記
入
）が
必
要
で
す
。

〒
2
5
0-

8
5
5
5

　

荻
窪
3
0
0
　

環
境
保
護
課
「
メ
ダ
カ
」
係

【
メ
ダ
カ
の
配
布
】

　
　日時
　7
月
18
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　場所
　市
役
所
7
階
大
会
議
室

■�

配
布
の
前
に
「
メ
ダ
カ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
い

ま
す
。
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。 募

集

 

絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
た

 

メ
ダ
カ 酒

匂
川
水
系
の
メ
ダ
カ
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　この5月、おかげさまで元気に誕生日を迎え、51歳と
なりました。さすがに100歳まで生きる自信はないので、
とうに人生の半分を過ぎているとは思いますが、50歳
を超えたというのは、何か折り返し点のような気がして、
残り半生の在り方に意識が向かいます。やるべきこと、
やりたいことは山のようにありますが、やはり考えるのは

「健康であり続ける」ということです。
　人口減少の一方で高齢者が増え続ける時代、税収
の伸び悩みに直面する地方自治体の経営の最大の懸
念は、医療・介護関連の費用が着実に増加を続け、地
域内のさまざまな公共的課題への対処に手が回らなく
なる、ということ。このため、いずれの自治体において
も「健康長寿社会」が標

ひょう

榜
ぼう

され、あらゆる手立てを尽く
し、行政はもとより住民の皆さんにも理解と協力を求め、
誰もがいつまでも元気で暮らすことのできる社会づくり
が目指されています。
　食生活、運動、仕事、趣味・・・。健康を保ち続け
るために、私たちにできることはさまざまにありますし、
そのための情報や行動メニューは社会を挙げて提示さ
れていますので、事情の許す限り、自分に適した健康づ
くりを進めることができる時代となっています。勿

もち

論
ろん

これ
は必要かつ意義のあることです。一方で、私は、「健康
であり続けること」を意識しなくとも結果的に健康であり
続けられる、そんな生き方や暮らし方こそ、理想ではな
いかとも感じています。
　毎月、100歳を迎えた市民の皆さんにお祝い状をお
届けしていますが、ビックリするくらい元気なお年寄りは、
必ずといってよいほど、生涯を通じて一生懸命働き、体
もアタマも精一杯使いながら生きてこられた方。食生活
や心の持ちよう、何らかの生活習慣などが、それをさら
に支えていたのかもしれませんが、やはり「よく生きる」と
いうことが、人生を太い幹として貫いているかどうかが、
最大のポイントではないかと感じます。
　そういう意味では、誰もが、やりたいこと・やるべきこ
とが常にあって、それに促されるように日々を生きてい
る（生かされている）、そして結果として健康であり続け
る、そんな生き方ができる社会こそ、目指すべきもので
ありましょう。豊富な地域資源をベースに、さまざまな活
動や参加機会、担うべき役割がふんだんにある小田原
だからこそ、できることがあります。

「健康であり続けるということ」
小田原市長　加藤 憲一

　
メ
ダ
カ
は
、
行
政
だ
け
で
は
保
護
で
き
ま

せ
ん
。
平
成
9
年
か
ら
「
市
民
メ
ダ
カ
会

議
」
を
開
催
し
、
環
境
保
護
団
体
や
専
門
家

な
ど
と
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
野
生
の
メ
ダ
カ
の
生
息
地
を
守
る

活
動
も
増
え
、
平
成
25
年
4
月
に
は
、
メ
ダ

カ
の
保
護
区
や
メ
ダ
カ
の
ビ
オ
ト
ー
プ（
※
）

な
ど
、
生
息
環
境
の
維
持
管
理
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
「
め
だ
か
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」

が
発
足
。
月
1
回
の
頻
度
で
約
30
人
が
参
加

し
、
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
、
外
来
生
物
・
植

物
の
駆
除
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

月
2
回
は
、
メ
ダ
カ
を
捕
獲
す
る
人
が
い
な

い
か
な
ど
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
メ
ダ
カ
の
生
息

地
を
守
っ
て
い
ま
す
。

※
ビ
オ
ト
ー
プ
…
生
物
の
生
息
空
間

め
だ
か
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
　
会
長
　
山
田
純
さ
ん

  

「
め
だ
か
サ
ポ
ー
タ
ー
の

会
」
は
、
市
の
「
メ
ダ
カ
の

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
」
制
度

に
参
加
し
た
人
を
母
体
に
発

足
し
ま
し
た
。
飼
う
だ
け
で
な
く
、
メ
ダ
カ

が
生
き
て
い
る
自
然
環
境
を
守
り
、
生
息
数

を
増
や
そ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

も
楽
し
み
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
身

に
つ
け
て
い
ま
す
。
毎
年
、
講
師
を
招
い
て
、

メ
ダ
カ
の
生
育
環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習

会
や
観
察
会
も
行
い
、
参
加
し
た
子
ど
も
か

ら
は
、
学
校
の
勉
強
に
も
役
立
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。

　
昨
年
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

日
本
生
態
系
協
会
「
関
東
・
水
と
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
拠
点
百
選
」
に
「
野
生
メ
ダ
カ
の

里
・
小
田
原
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

 
広
が
る
市
民
活
動
の
輪

 

活
動
へ
の
思
い

参
加
者
募
集
！

 

「
め
だ
か
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
の
保
護
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　申込
　「
め
だ
か
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」
広
報
担

当
・
山
岡
に
電
話
（
☎
0
9
0 - 

7
2
2
7 

- 

1
4
4
1
）、
ま
た
は
メ
ー
ル（in

fo@
m

edasapo.org

）で
。
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　自治会は、地域の交流や親睦を促進し、身近な生活に関す
る課題の解決に取り組む組織です。皆で自治会活動に参加し、
互いに助け合う住みよいまちを目指しましょう。

自治会長名簿平成27年度

緑 第 1区 飯田　晁巨
駅前第 2区 鈴木　睦雄
第 3区 松下　弘
浦町 土谷　正光
第 4区 染野　耐
第 5区 一寸木　吉久
竹花 杉山　光義
銀座 髙梨　保夫

新　玉　台宿 市川　幸男
大工町 吉村　順一
第 9区 井島　幸男
第 10区 土屋　裕利
第 11区 飯田　和男
第 12区 西山　洋一
第 13区 池田　尚文
新宿 山崎　純一

万　年 第 15区 栢沼　正直
第 16区 岩本　辰男
第 17区 萩原　敏行
第18区髙梨町 加藤　芳永
第 19区 小髙　伯夫
第 20区 -1 望月　郁文
第20区-2青物町 湯川浩司（※）

幸 第 21区 桑原　義樹
第 22区 大矢　紀一
第 23区 栗山　茂男
第 24区 山口　芳司
第 25区 内田　孝
第 26区 瀬戸　裕一
第 27区 瀬戸　充

十　字 第 28区 小峯　正嗣
第 29区 小西　正人
第 30区 佐野　朝幸
第 31区 満谷　裕公
第 32区 山﨑　時子

片　浦　石橋 矢郷　昌行　
米神 葊石　計典
根府川 葊井　博直
江之浦 高橋　照治

早　川 木地挽 大坪　孝壽
早稲田 石川　孝史
向口 日下部　優
西組 國見　光範
中組 大津　嘉久
東組 浦井　貫之

大　窪 第 58区 下川　泉
第 59区 野崎　忠
第 60区 風間　孝男
第 61区 石幡　保雄
第 62区 服部　泰一
第 63区 山田　祝
第 64区 大木　勇二

山王
網一色

山王松原 黒澤　朝光
山王西 瀬戸　晃
山王東 森　　正
山王 70区 譲原　平海
網一色 常盤　一郎

足　柄 第 33区 佐藤　豊
セントラルハイツ 北舘　時雄
第 34区 高橋　一雄
第 35区 萩原　一夫
第 36区 曽我　和夫
第 37区 柳下　登

芦　子 寺町 金子　和充

芦　子 荻窪 田嶋　邦典
上谷津 礒崎　透
中谷津 村野　芳一
下谷津 佐久間　悦夫
入谷津 八田　迪男
池上 市川　勇

二　川 井細田一区 中戸川　孝
第 43区 鈴木　實
第 44区 土屋　桂一郎
小田原
グリーンタウン 金田　恭嗣

久　野 宮本 湯川　増夫
久野坂下 斉藤　利男
京福台 遠藤　博
北久保 奥津　博幸
下宿 皆木　孝常
久野中宿 津島　三郎
星山 早泉　淳三
中久野 門松　武則
三国 久津間　秀一
留場 駿河　寛
坊所 湯川　正二
欠ノ上 本多　利和
舟原 下田　泰信
諏訪原 皆川　忠春
和留沢 西川　淳一
小田原
サニータウン 荻原　秋葊

東富水 蓮正寺第 1 木村　貞雄
蓮正寺第 2 土屋　晧
蓮正寺第 3 田村　克夫
蓮正寺第 4 永田　秀夫
蓮正寺第 5 国原　邦夫
蛍田駅前 野澤　晃
霞ノ瀬 栗田　哲夫
狩川 林　一男
蛍生会 葊重　知子
蓮正寺住宅 吉葉　茂樹
よし田 髙橋　東吾
蛍田中央 小川　富崇
中曽根 金子　穗積
飯田岡東 立木　一成
堀之内 岩崎　良春

富　水 飯田岡本村 香川　輝夫
飯田岡若宮 本木　忠一
飯田岡飯中 奥津　堅治
飯田岡楠 配島　勇
柳新田 小林　誠一
小台 内海　勇
池田 中野　武
新屋 鈴木　敏
府川 稲子　順正
久所 椎野　輝夫
仲沢 撫井　清
北ノ窪 髙橋　曻
穴部 川﨑　功一
穴部新田 葊川　明
上清水 木村　秀昭
下清水 高田　義夫

桜　井 寺下 下田　成一
高河原 釼持　和明
河原庭 皆木　規夫
西之庭 香川　興勝
新屋敷 高橋　進

桜　井 浅原 青木　富雄
東栢山中の町 曽我　節夫
東栢山学校前 窪田　寛
東栢山城北 近藤　赳夫
東栢山道下 髙井　一義
東栢山道上 宮内　宏人
柳町 渡邉　照美
西栢山 小澤　安久
栢山清流荘 原之園　恵崇
弥生 石井　恒嘉

酒匂・
小八幡

酒匂 1区 須藤　光雄
酒匂 2区 須藤　常夫
酒匂 3区 太田　実
酒匂 4区 小野寺　稔
酒匂 5区 田中　一吉
酒匂 6区 大川　憲治
酒匂 7区 椎野　二郎
酒匂 8区 大木　徹
酒匂 9区 高橋　弘泰
酒匂 10区 平原　悠樹
酒匂 11区 上田　光男
酒匂 12区 深田　脩敬
酒匂 13区 寅田　賢一
酒匂 14区 澤井　俊夫
酒匂 15区 田嶋　美代子
酒匂 16区 遠藤　栄治
酒匂 17区 原田　憲彦
小八幡 1区 譲原　春夫
小八幡 2区 長崎　源市
小八幡 3区 譲原　敬久
小八幡 4区 塩海　一男
小八幡 5区 譲原　克明
小八幡 6区 斉藤　和幸
小八幡 8区 松嶋　健一
小八幡 9区 大塚　洋
小八幡 10区 天野　聡

下府中 下堀 楮木　美行
中里 1区 -1 原　照夫
中里 1区 -2 秋山　榮太郎
中里 2区 神部　敏男
矢作 天野　忠敬
鴨宮 2区 髙橋　和之
鴨宮 3区 剱持　寿重
鴨宮 4区 -1 相沢　葊悦
鴨宮 4区 -2 府川　貴晴
鴨宮 5区 内田　静一
大道 青木　清二

富士見 南鴨宮 1区 露木　史郎
南鴨宮 2区 関野　次男
南鴨宮 3区 渋川　一衛
南鴨宮 4区 小河　卓二
南鴨宮 5区 瀬戸　成男

豊　川 飯泉 1区 門松　好克
飯泉 2区 富山　浩明
飯泉 3区 小河　純吉
東成田 植村　久夫
西成田 堀　眞佐司
成和 梅野　明啓
桑原 澤地　光春
富士見 細羽　英昭

上府中 高田別堀西 沖山　明
高田別堀南 粟飯島　美津久
高田別堀東 二見　武夫
上千代 安楽　順之

上府中 上原 伊藤　立
下千代 富田　進
永塚 小林　勲
東大友 宇佐美　忠和
西大友 飯倉　正利
延清 生沼　豊

曽　我 上曽我 市川　勝敏
中河原 枝野　吉光
下大井 小澤　秀男
鬼柳 佐藤　克美
曽我大沢 石井　要
春木住宅 髙橋　功
籠場住宅 秋本　武男
花里住宅 新鹿　勲

下曽我 曽我原 曽我　祐行
曽我谷津 神保　雅亘
曽我岸 柏木　政弘
曽我別所 中村　隆夫
曽我神戸 佐宗　教安
曽我山岸 香川　幸一

国府津 国府津第 1区 松本　今朝臣
国府津第 2区 関野　英夫
国府津第 3区 朝倉　義勝
国府津第 4区 朝倉　寛二
国府津第 5区 石塚　勇
国府津第 6区 髙槗　正則
国府津第 7区 佐藤　哲男
国府津第 8区 木村　宗嗣
国府津第 9区 佐藤　清
国府津第10区 川口　博三
国府津第11区 市川　昌幸
国府津第12区 野地　賢二
国府津第15区 川口　眞弘
国府津第16区 堀村　逸郎
国府津第18区 名田　和正
国府津第19区 小岩　幸雄

橘　南 西 平田　誠
中宿 石塚　美彦
向原 椎野　禎章
町屋 遠藤　剛
押切 大竹　哲三郎
羽根尾 駒澤　昭久
JR前川アパート 川井　修

橘　北　中村原第 1区 篠田　守義
中村原第 2区 多田　文男
中村原第 3区 峯尾　俊一
中村原住宅 鈴木　武
中村原第 6区 川野　三郎
中村原第 7区 池田　一也
小船第 1区 船津　宣夫
小船第 2区 石井　好美
山西 田中　伸義
小竹下 加藤　静男
小竹打越 滝沢　昌克
小竹坂呂 小澤　定雄
小竹脇 鈴木　弘久
明沢 秋澤　忠秋
沼代 久山　厚一
上町 久保　幸司
橘団地共同住宅 川﨑　勧
橘団地一般住宅 武藤　道雄
さつきが丘 吉村　耕三
湘南橘台住宅 日下部　修一
若葉台 伊藤　由紀夫

連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名

  地域政策課　☎33-1457

敬称略、太字は自治会連合会長（6月1日現在） 

小田原市自治会総連合 役員　
会 長 木村秀昭　副会長 瀬戸充、木村貞雄　会 計 椎野禎章
理 事 飯田和男、加藤芳永、市川勇、関野次男、川口博三　
監 事 野崎忠、窪田寛、太田実
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65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
各

市
町
村
が
定
め
、3
年
ご
と
に
見
直
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
保
険

料
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
消
費
税
増
税

に
伴
う
公
費
の
投
入
に
よ
り
、
第
1
段
階

の
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
を
見
直
し

  

高
齢
介
護
課
　
☎
33 - 

１
８
７
６

　
介
護
保
険
料
は
、
毎
年
度
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
な
ど
に
よ
り
段
階
が
決
ま
り

ま
す
。
今
年
度
の
保
険
料
額
は
、6
月
中

旬
に
通
知
し
ま
す
。

  

保
険
課
　
☎
33 - 

1
8
3
4

65歳以上の人の介護保険料

所得段階 対 象 者
保 険 料

料　率 年　額

第 1 段階
生活保護受給者
世帯全員が市町村民税非課税者で、本人の課税年金収入
と合計所得金額の合計額が 80 万円以下

× 0.45 2 万 7,320 円 

第２段階 世帯全員が市町村民税非
課税者で、本人の課税年
金収入と合計所得金額の
合計額が 80 万円超

本人の課税年金収入と合計所
得金額の合計額が 120 万円以
下

× 0.73 4 万 4,320 円 

第３段階 本人の課税年金収入と合計所
得金額の合計額が 120 万円超 × 0.75 4 万 5,540 円

第４段階 本人が市町村
民税非課税（世
帯に課税者が
いる）

本人の課税年金収入と合計所得金額の
合計額が 80 万円以下 × 0.90 5 万 4,640 円

第５段階 本人の課税年金収入と合計所得金額の
合計額が 80 万円超 （基準額） 6 万    720 円

第６段階

本人が
市町村民税
課税者

本人の合計所得金額が 120 万円未満 × 1.20 7 万 2,860 円

第７段階 本人の合計所得金額が 120 万円以上
190 万円未満 × 1.30 7 万 8,930 円

第８段階 本人の合計所得金額が 190 万円以上
290 万円未満 × 1.50 9 万 1,080 円

第９段階 本人の合計所得金額が 290 万円以上
400 万円未満 × 1.70 10 万 3,220 円

第 10 段階 本人の合計所得金額が 400 万円以上
600 万円未満 × 1.80 10 万 9,290 円

第 11 段階 本人の合計所得金額が 600 万円以上
800 万円未満 × 1.90 11 万 5,360 円

第 12 段階 本人の合計所得金額が 800 万円以上
1,000 万円未満 × 2.00 12 万 1,440 円

第 13 段階 本人の合計所得金額が 1,000 万円以上 × 2.10 12 万 7,510 円
※年額 ＝ 基準額 6 万 720 円 ×各段階の料率

公
的
年
金
か
ら
の
市
民
税
・

県
民
税
の
特
別
徴
収

（
差
し
引
き
）に
つ
い
て

う
印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
、
控
除
に
必
要
な

資
料（
医
療
費
の
領
収
書
、
生
命
保
険
料
の

控
除
証
明
書
な
ど
）を
持
参
し
、
市
民
税
課

（
市
役
所
2
階
9
番
窓
口
）で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　
公
的
年
金
に
か
か
る
市
民
税
・
県
民
税

は
、
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
差
し
引

き
）し
て
い
ま
す
。
納
付
方
法
が
変
わ
る
だ

け
で
、
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
納
税
通

知
書
に
は
、
公
的
年
金
か
ら
の
徴
収
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知
書
を
、6

月
10
日（
水
）に
発
送
し
ま
す
。
通
知
書
に

は
、
平
成
26
年
中
の
所
得
と
、
今
年
度
の

市
民
税
・
県
民
税
の
金
額
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
人
は
、
納

期
限
を
確
認
し
、
金
融
機
関
な
ど
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
通
知
書
の
様
式
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
詳
し
い
見
方
な
ど
は
、
同

封
の「
納
税
通
知
書
の
見
方
に
つ
い
て
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
4
0
0
万

円
以
下
」で「
そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円
以

下
」
の
場
合
、
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
医
療
費
、
生
命
保
険
料
な
ど
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
含
ま
れ
な
い

控
除
を
追
加
す
る
場
合
は
、
市
民
税
・
県

民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

　
申
告
し
な
い
と
、
昨
年
度
と
比
較
し
て

市
民
税
・
県
民
税
が
増
額
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
朱
肉
を
使

平
成
27
年
度
　
市
民
税
・
県
民
税（
住
民
税
）の

　
　
　
　
　
納
税
通
知
書
を
発
送

  

市
民
税
課
　
☎
33 - 

1
3
5
1

公
的
年
金
所
得
者
で
、

確
定
申
告
を

さ
れ
な
か
っ
た
人
へ

1 期 2 期 3 期 4 期

昭 和 24 年
4月3日〜
昭 和 25 年
4 月 2 日生
まれの人

納付書または口座
振替で納付

特別徴収（差し引き）

（3・4 期 分 の 合 計
金額を、10・12・
平成 28 年 2 月の 3
回に分けて、年金か
ら差し引き）

昭 和 24 年
4 月 2 日生
まれまでの
人

特別徴収（差し引き）

（平成 27 年度の税額を、4・6・8・10・
12・平成 28 年 2 月の 6 回に分けて、年
金から差し引き）



O D A W A R A  I N F O R M A T I O N
　

区　分 業種など 投下資本額 立地奨励金 投資促進奨励金 雇用促進奨励金

工業系地域 製造業または
研究所他＊ 1

1 億円（中小企業
は 5,000 万円）

上 限 1 億 円
（投下資本額
の 10％）

立地後 3 年度分
の固定資産税・
都市計画税の 2
分の 1 ＊ 3

5 人以上の市民を
1 年以上継続して
雇用した場合、1
人につき 20 万円

（1,000 万円を上
限）

保留区域他の
地域＊ 2

新たに事業を
開始する企業
など＊ 1

10 億円（条件に
より 1 億円）

10 年 以 上 市
内で製造業等
を継続して営
んでいる企業

製造業または
研究所他＊ 1

1 億円（中小企業
は 5,000 万円）

＊１　未病関連産業など、本市の産業の振興に寄与する産業の誘致に対応します。
＊２　市街化調整区域の中の保留区域などへの立地に対応します。
＊３　条件により対象となる税相当額は異なります。

12

　
産
業
振
興
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
目
的

に
、
持
続
的
成
長
を
見
込
め
る
企
業
を
工

業
系
地
域
な
ど
に
誘
致
す
る
た
め
、「
小
田

原
市
企
業
誘
致
推
進
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
旧
条
例
に
基
づ
き

企
業
誘
致
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
旧
条

例
を
廃
止
し
、
支
援
内
容
を
拡
充
し
た
新

た
な
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
、
企
業
誘
致
を
進
め
ま
す
。

　
業
容
拡
大
の
た
め
の
再
投
資
に
も
活
用

で
き
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

1 

中
小
企
業
枠
の
新
設
と
立
地
奨
励
金
の 

　 

上
限
額
の
引
き
上
げ
　 

　
新
た
に
中
小
企
業
枠
を
設
け
、
中
小
企

業
お
よ
び
市
内
既
存
企
業
へ
の
立
地
奨
励

金
の
上
限
額
を
1
億
円
に
引
き
上
げ
る
な

ど
、
支
援
策
を
拡
充
し
ま
し
た
。

2 

雇
用
促
進
奨
励
金
の
拡
充

　

5
人
以
上
の
市
民
を
雇
用
し
た
場
合
、1

人
め
か
ら
、1
人
当
た
り
20
万
円
、
最
高

1
0
0
0
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す（
従
来
は

11
人
以
上
の
雇
用
で
11
人
め
か
ら
助
成
）。

小
田
原
市
企
業
誘
致

推
進
条
例
を
制
定

平
成
28
年
度
　

市
民
提
案
型
協
働

事
業
を
募
集

ポ
イ
ン
ト

  

産
業
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
1
3

3 

対
象
と
な
る
用
途
地
域
、
業
種
の
拡
大

　
未
病
関
連
産
業
な
ど
、
今
後
の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
業
種
の
誘
致
に
対
応
す
る
た

め
、
従
来
の
工
業
系
用
途
地
域
に
加
え
、

市
街
化
調
整
区
域
の
中
の
特
定
保
留
区
域

な
ど
の
地
域
を
加
え
た
他
、
産
業
振
興
に

寄
与
す
る
と
市
長
が
認
め
た
場
合
、
製
造

業
、
自
然
科
学
研
究
所
以
外
の
業
種
に
も

支
援
す
る
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
審
査 

を
実
施
し
、9
件 

の
交
付
事
業
が 

決
定
し
ま
し
た
。

　「
市
民
活
動
応
援
補
助
金
」
は
、
市
民
活

動
の
事
業
費
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
活
動

の
活
性
化
と
団
体
の
自
立
を
図
り
、
市
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
16
件
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。
学
識
経
験
者
や
有
識
者
、
公
募

市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
市
民
活
動
推

進
委
員
会
」
が
、
申
請
書
類
と
公
開
プ
レ

平
成
27
年
度

市
民
活
動
応
援
補
助
金
交
付
事
業
が
決
定

  

地
域
政
策
課
　
☎
33 - 

１
４
５
８

平成27年度 市民活動応援補助金交付事業  
〈スタートアップコース〉（上限10万円）

事 業 名 団 体 名 交付額

1 まちの居場所づくりのためのプレ
イスメイキング・ワークショップ 小田原 L

ラ ボ ラ ト リ ー

aboratory. 10 万円

2 書道指導者育成による書道の普及
事業 ･ 社会貢献事業 書道指導者育成協会 10 万円

〈ステップアップコース　プラン A 〉（事業費の 70％　上限 20 万円）
事 業 名 団 体 名 交付額

1 酒匂川水系のメダカとその生息環
境を保全・整備する事業 めだかサポーターの会 20 万円

2 小田原ブックマーケット 小田原ブックマーケット運営委
員会 18 万円

3 小田原子育て支援ポータルサイト
「ぴんたっこ」運営事業

小田原子育て支援ポータルサイ
ト「ぴんたっこ」運営協議会 20 万円

〈ステップアップコース　プラン B〉（事業費の 50％　上限 30 万円）
事 業 名 団 体 名 交付額

1 現代美術展「小田原ビエンナーレ
2015」 小田原ビエンナーレ実行委員会 30 万円

2
障がい者アート活動と市民をつな
ぐインクルージョン社会への取り
組み事業

NPO 法人 アール・ド・ヴィー
ヴル 30 万円

3 素人による耕作放棄地保全・再生
プロジェクト

かなごて未来プロジェクトあお
ぞらみかんばたけ 30 万円

4 トムソーヤになろう（自然体験に
よる人間再生）

NPO 法人 命を大切にする小田
原を創る会

25 万
2,000 円 公開プレゼンテーションのようす
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毎
年
、6
月
4
日
～
10
日
は
、「
歯
と
口

の
健
康
週
間
」
で
す
。

　
歯
と
口
に
は
、「
食
べ
る
・
話
す
・
笑
う
・

歌
う
」
な
ど
の
役
割
が
あ
り
、
生
き
生
き

と
健
康
な
生
活
を
送
る
う
え
で
重
要
で
す
。

歯
を
失
う
と
、
噛か

む
機
能
や
話
す
機
能
が

低
下
し
、
健
康
や
社
会
生
活
に
も
影
響
し

ま
す
。

　
こ
の
健
康
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
口
の

手
入
れ
方
法
を
見
直
し
、
歯
の
定
期
検
診

に
通
い
ま
し
ょ
う
。

　
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
、「
お

く
ち
の
け
ん
こ
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
ク

イ
ズ
な
ど
、
口
に
関
す
る
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
や
、
よ
い
歯
の
図
画
ポ
ス
タ
ー
展
示
な

ど
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
皆
で
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

��日時��
7
月
12
日（
日
）

　��
午
前
10
時
～
午
後
3
時

��場所��

マ
ロ
ニ
エ
3
階�

マ
ロ
ニ
エ
ホ
ー
ル

※�「
よ
い
歯
の
学
校
な
ら
び
に
歯
の
衛
生
に

関
す
る
図
画
ポ
ス
タ
ー
及
び
歯
科
保
健

啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
も

行
い
ま
す（
午
前
10
時
～
正
午
）。

6
月
4
日（
木
）～
10
日（
水
）

歯
と
口
の
健
康
週
間

  

健
康
づ
く
り
課
　
☎
47 - 

0
8
2
0
 

お
く
ち
の
け
ん
こ
う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

同
時
開
催
！

食
育
講
演
会

「
弁
当
の
日
が
や
っ
て
き
た 

～

台
所
に
立
つ
子
ど
も
達
～
」

  

保
健
給
食
課　

☎
33 - 
1
6
9
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��時間��

午
後
1
時
～
3
時

��場所��

マ
ロ
ニ
エ
3
階 

マ
ロ
ニ
エ
ホ
ー
ル

��講師��

竹
下
和
男
さ
ん（「
弁
当
の
日
」
提

唱
者
・
元
香
川
県
滝
宮
小
学
校

長
）

��定員��

2
0
0
人

��申込��

6
月
30
日（
火
）ま
で
に
、
保
健
給

食
課
に
電
話
で
。 託
児
希
望
の
場

合
は
、そ
の
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

　
十
分
な
効
果
を
得
る
た
め
に
も
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
場
所

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
火
器

の
設
置
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
多
く
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

電
池
寿
命
は
10
年
な
の
で
、
製
造
年
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
劣
化
に
よ
り
、
器
具

の
感
度
が
低
下
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
電
池
交
換
で
は
な
く
、

本
体
ご
と
交
換
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
住
宅
火
災
で
、
死
者
が
最
も
多
い
時
間

帯
は
、
午
前
2
時
か
ら
4
時
。
そ
の
原
因

の
第
1
位
は
逃
げ
遅
れ
で
、
火
災
発
見
の

遅
れ
が
主
な
要
因
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
23
年
に
消
防
法
と
火
災

予
防
条
例
に
よ
り
、「
全
て
の
寝
室
」
と「
寝

室
が
2
階
以
上
に
あ
る
場
合
の
階
段
」
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
づ
け

ま
し
た
。

　
平
成
26
年
10
月
、
消
防
本
部
で
は
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
普
及
率
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
火
災
警
報
器
を
1
か

所
以
上
設
置
し
て
い
る
世
帯
は
、
78
・
2

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
が
、「
全
て
の
寝
室
」

と「
寝
室
が
2
階
以
上
に
あ
る
場
合
の
階

段
」
の
全
て
に
設
置
し
て
い
る
世
帯
は
、

52
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
平
成
15

年
か
ら
10
年
連
続
し
て
、
全
国
で
年
間

1
0
0
0
人
以
上
で
し
た
が
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か

ら
は
減
少
傾
向
に
転
じ
、
平
成
26
年
は
、

9
9
7
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
で
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
た
こ
と
で
早
く
火
災
に
気
づ
き
、
被

害
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
事
例
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

  

予
防
課
　
☎
49 - 

4
4
2
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早
く
火
災
に
気
づ
く

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

設置義務化の認知 設置の有無

知っている 知らない あり なし

96.1％ 3.9％ 78.2％ 21.8％

「全ての寝室」と「寝室が２階以上にある場合の階段」

全部に設置 一部に設置 未設置

52.8％ 25.4％ 21.8％

※�アンケートは、小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、
山北町、開成町で実施しました。数字は、本市のアンケー
ト結果です。



障
が
い
者
の
働
く
場
7

連 載
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http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報

主催・問  弥
や

生
よい

会　☎35-5805
（寄木細工のつゆき内）

日  時  6月12日（金）～14日（日）
午前10時～午後6時

内  容   ・木製品の展示販売
・かんな削り体験など

弥生会 展示即売会
「小田原・箱根の
木製品の職人グループ」

問  街かど案内所　☎23-1150
日  時  6月27日（土）

午前10時～正午
内  容   新鮮な地場産品などの販売

ハルネ小田原駅直朝市

「これが、小田原ブックです。」
市民が選んだ小田原みやげ「小田原セレクション2015」
箱根ジオパークフォトコンテスト作品展

開催中〜6月4日（木）
6月5日（金）〜30日（火）
6月5日（金）〜30日（火）

主催・問  小田原梅品評会運営委員会
☎33-1494（農政課内）

日  時  6月22日（月）
午前10時～午後3時　※商品が終わり次第終了

内  容   ・生梅（梅干し用）の販売
・梅の加工品販売
・梅レシピの配布
・梅シロップの試飲

「小田原梅」即売会

6月

　
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
近
く
に
あ
る
入
所

施
設｢

竹
の
子
学
園｣

で
は
、56
人
の
障
が
い

の
あ
る
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。ア
ル
ミ
缶

の
リ
サ
イ
ク
ル
、
農
作
業
、
掃
除
、
陶
芸
な

ど
、個
々
の
特
性
を
生
か
し
た
作
業
に
従
事

す
る
他
、高
齢
者
施
設
で
の
掃
除
や
企
業
で

の
製
品
の
組
み
立
て
な
ど
、園
外
で
の
作
業

も
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
製
作
さ
れ
た
陶

器
の
人
形
「
み
す
み
人
形
」
は
、一
つ
一
つ
手

作
り
な
の
で
、世
界
に
た
っ
た
一
つ
の
創
作

物
。種
類
も
豊
富
で
、こ
け
を
髪
に
見
立
て

た「
こ
け
み
す
み
」は
、人
気
商
品
で
す
。

　

竹
の
子
学
園
を
運
営
す
る
「
社
会
福
祉

法
人
明み

ょ
う

星じ
ょ
う

会か
い

」
で
は
、そ
の
他
に
も
障
が

い
者
に
関
わ
る
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
パ
ン
工
房
ハ
ッ

ピ
ー
」
で
は
、
パ
ン

作
り
を
通
じ
て
働

く
こ
と
の
喜
び
を
知

り
、
責
任
感
や
協
調

性
を
育
て
、
就
労
へ

と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

作
っ
た
パ
ン
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
市
役
所
な
ど
で
販
売

し
、利
用
者
の
工
賃
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

坂
井
正
志
総
合
施
設
長
は
、「『
利
用
者

の
幸
せ
を
増
や
そ
う
！
』を
合
い
言
葉
に
、

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
施
設
運
営
を
行
っ
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
竹
の
子
学
園
」

竹
の
子
学
園（
府
川
7
5
2-

5
）

・
障
害
者
支
援
施
設

竹
の
子
ケ
ア
セ
ン
タ
ー（
竹
の
子
学
園
併
設
）

・
生
活
介
護
事
業
所

・
自
立
訓
練（
生
活
訓
練
）事
業
所

パ
ン
工
房
ハ
ッ
ピ
ー（
南
足
柄
市
塚
原
7
2
1
1
）

・
就
労
移
行
支
援
事
業
所

・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

問  街かど案内所（商店街プラザ）
☎23-1150

日  時  6月20日（土）～28日（日）
午前10時～午後8時

内  容   市民が選んだ「小田原みやげ」の紹介、販売

市民が選んだ小田原みやげ
「小田原セレクション2015」

ハルネギャラリー
展示予定

密かなブーム！？ こけみすみ

パン工房ハッピーでの作業のようす

第 8 回木のクラフトコンペ
大賞作品「カップ彩」石川満

〈連載〉
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8
月
、「
富
水
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
」と「
富
水
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

が
中
心
と
な
り
、「
富
水
地
区
ま
ち
づ
く
り
ワ
イ
ワ
イ
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。フ
ェ
ス
タ
の
実
施
に
は
、自
治
会
、社
会
福
祉
協
議
会
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
、体
育
振
興
会
、と
も
し
び
会
、交
通
安
全
母
の
会
、交
通
部
会
、育

成
会
な
ど
の
団
体
が「
ワ
イ
ワ
イ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
」を
組
織
。地
域
の
団

体
が
協
力
し
、フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。お
さ
る
ぽ
り
ん
な
ど
の
遊
具
も

設
置
す
る
た
め
子
ど
も
も
楽
し
め
、盆
踊
り
や
民
謡
踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
、

大
抽
選
会
も
行
う
大
盛
況
の
お
祭
り
で
す
。今
年
は
、8
月
22
日（
土
）に
開
催

し
ま
す
。

　
団
体
間
の
連
携
や
住
民
の
団
結
心
が
強
く
、
皆
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。ま
た
、伝
統
行
事
と
し
て
、夏
祭
り
や
神
社
の
お

祭
り
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活
動

を
通
じ
て
、
隣
近
所
の
顔
が
見
え
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〈 連 載 〉

み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

富
水
地
区

富
水
地
区
ま
ち
づ
く
り
ワ
イ
ワ
イ
フ
ェ
ス
タ

地
域
活
動
を
通
じ
て
、顔
が
見
え
る
関
係
に

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢

金
かなざし

指隆夫さん

富
水
地
区
ま
ち
づ
く
り
ワ
イ
ワ
イ
フェス
タ

実
行
委
員
長
、
穴
部
自
治
会
前
会
長

2

西
側
の
丘
陵
に
は
木
が
青
く
茂
り
、

平
野
部
に
は
狩か

り

川
・
仙せ

ん

了り
ょ
う

川
・
要よ

う

定さ
だ

川
な
ど
の
清
流
が
流
れ
る
富
水
地
区
。

川
に
は
多
く
の
野
鳥
が
訪
れ
、
土
手
に
は
四
季
折
々
の
草
花
が
咲
き
、

美
し
い
田
園
風
景
も
広
が
り
ま
す
。
縦
横
に
二
つ
の
県
道
、

中
央
に
大
雄
山
線
、
東
側
に
小
田
急
線
が
通
り
、
交
通
の
便
が
よ
い
地
域
で
す
。

水
が
富
む
ま
ち「
富
水
」

　
富
水
地
区
は
、各
所
で
湧
き
水
が
出
て
、小
田

原
の
水
道
発
祥
の
地「
第
一
水
源
地
」も
あ
り
ま

す
。昭
和
11
年
に
で
き
た
第
一
水
源
地
は
、地
域

の
豊
富
な
水
を
、小
田
原
駅
周
辺
の
地
域
に
給
水

し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
世
代
間
交
流
、顔
が
見
え
る
関
係
作
り
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。実
行
委
員
の
皆
さ
ん
と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
し
、そ
の
結
果
、

昨
年
は
3
0
0
0
人
以
上
が
参
加
。富
水
地
区
が
一
つ
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
も
さ
ら
に
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、魅
力
あ
る
フ
ェ
ス
タ

を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

健康ふれあいウオーキング

飯田岡ブロックのお茶会
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橘
中
学
校
は
、

市
の
東
端
に
位
置
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

地
域
と
密
接
に
関
わ
り
活
動
す
る
学
校
で
す
。

地
域
の
あ
ち
こ
ち
に

「
笑
顔 

橘
中
学
校
」と
い
う
の
ぼ
り
が
あ
り
、

皆
が
笑
顔
で
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

地域の特色を生かし、
さまざまな活動に取り組む小田原の中学校。
そんな各中学校の「いいね！」を紹介します。

　
大
勢
の
人
が
声
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
曲

を
歌
う「
合
唱
」。橘
中
学
校
の
伝
統
と
し

て
、長
く
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。歌
声
を

合
わ
せ
る
に
は
、心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。私
た
ち
は
合
唱
で
、全
校
の

「
心
を
一
つ
に
」し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
初
め
に
行
わ
れ
る
朝
会
も
、合
唱

か
ら
始
ま
り
ま
す
。朝
一
番
か
ら
皆
で
発

声
練
習
し
、一
生
懸
命
歌
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
老
人
ホ
ー
ム
や
敬
老
会

を
訪
問
し
て
歌
う「
有
志
合
唱
」で
は
、私

た
ち
の
歌
声
を
聞
き
、笑
顔
に
な
っ
て
く
れ

る
人
や
涙
を
流
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。

　
橘
中
学
校
に
は
、今
日
も
、私
た
ち
の
楽

し
い
歌
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

き
ず
な

　
毎
年
12
月
に
、西
湘
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
周

辺
の
長
い
坂
を
走
る「
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
人
は
、私
た

ち
が
安
全
に
走
れ
る
よ
う
見
守
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
人
の
熱
い
声
援
が

あ
る
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
る
行
事
で
す
。

　
地
域
の
行
事「
橘
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」で
は
、地
域
の
人
が
出
す
店
で
、

一
緒
に
品
物
を
販
売
す
る
な
ど
、多
く
の

生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、地
元
の
特
産
品
を

知
る
機
会
で
あ
り
、地
域
と
の
絆
を
深
め

る
大
切
な
交
流
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
人
と
の
交
流

心
を
一
つ
に…

　合
唱

2

橘
中
学
校

my
連 載

羽
根
尾
4
1
0

昭
和
22
年
4
月
1
日

豊
か
さ・確
か
さ・た
く
ま
し
さ

長
峯
信
哉

1
年
93
人
　2
年
86
人
　3
年
90
人
　

特
別
支
援
15
人
　計

2
8
4
人

生
徒
数

住  

所
創  

立
校  

訓
校  

長
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